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市の動き市の動き市の動き

県市町村 陸前高田市 宮城県 福島県 合計
世帯 ８(0) ８(0) ８(0) 78(-1)

人数 10(0) 11(0) 19(0) 137(-2)

県市町村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市 大船渡市
世帯 １(0) 11(0) 22(0) 13(-1) ７(0)

人数 ２(0) 22(0) 36(0) 25(-2) 12(0)

※( )は前月比。市で把握している人数です。市内に避難して
いる人で、まだ北上市に連絡していない人はご連絡ください。

市内の避難者状況   　　　     　   (11月30日現在)

展
勝
地
お
花
見
広
場
植
樹
祭

　
展
勝
地
お
花
見
広
場
植
樹
祭
は

11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

植
樹
祭
に
は
髙
橋
市
長
、
阿
部
眞

希
男
副
議
長
、
北
上
さ
く
ら
の
会

の
伊
藤
彬
会
長
、
市
民
ら
約
80
人

が
参
加
し
、
里
桜
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
展
勝
地
公
園
で
は
平
成

33
年
の
開
園
１
０
０
周
年
記
念
に

向
け
た
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
植
樹
は
そ
の
一
環
と
し
て
、

桜
並
木
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
も

開
花
時
期
の
遅
い
里
桜
を
お
花
見

広
場
へ
植
樹
す
る
こ
と
で
、
５
月

中
旬
ご
ろ
ま
で
桜
を
楽
し
め
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
里
桜
は
展
勝
地
開
園
１
０
０
周

年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
の
協
力

に
よ
り
６
樹
種
78
本
を
選
定
、
配

置
箇
所
を
決
定
し
植
樹
。
植
え
た

桜
の
一
部
は
来
春
に
開
花
見
込
み

で
す
。

▽
選
定
さ
れ
た
里
桜
…
シ
ロ
タ
エ
、

ベ
ニ
ユ
タ
カ
、
ヨ
ウ
キ
ヒ
、
シ
ョ
ウ

ゲ
ツ
、
カ
ン
ザ
ン
、
フ
ゲ
ン
ゾ
ウ

記念撮影を行う参加者

北
上
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高
齢
者
見
守
り
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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を
調
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北
上
市
高
齢
者
見
守
り
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調
印
式
は
５
日
、

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
印

式
で
は
北
上
地
区
タ
ク
シ
ー
業
協

同
組
合
の
八
重
樫
守
民
理
事
長
と

髙
橋
市
長
が
協
定
書
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
市
内
で
活
動
す
る
事

業
者
の
協
力
に
よ
り
、
高
齢
者
の

ゆ
る
や
か
な
見
守
り
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
を
目

指
す
も
の
。
高
齢
者
な
ど
の
異
変

を
発
見
し
た
協
力
事
業
者
が
市
長

寿
介
護
課
に
連
絡
、
同
課
が
安
否

確
認
を
行
う
な
ど
適
切
な
支
援
・

処
置
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

な
ど
25
の
事
業
者
と
協
定
を
締
結
。

こ
れ
ま
で
市
へ
８
件
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
締
結
で
26
者

目
。
同
組
合
か
ら
は
こ
れ
ま
で
も
、

徘
徊
し
て
い
る
高
齢
者
や
路
上
で

動
け
な
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の

協定書を手にする八重樫理事長(右)
と髙橋市長

　
北
上
産
業
業
務
団
地
に
物
流
倉

庫
を
建
設
中
の
根
津
鋼
材(

株)(

東

京
都
荒
川
区
・
根
津
訓く
に
み
つ光
代
表

取
締
役
社
長)

と
の
立
地
調
印
式

は
２
日
、
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
調
印
式
で
は
同
社
の
根
津
代

表
取
締
役
社
長
と
髙
橋
敏
彦
市
長

が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
昭
和
12
年
に
創
業
し
鋼

板
の
加
工
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
に
大
通
り
に
岩
手
営
業

所
を
開
設
。
宮
城
県
北
部
、
岩
手

県
・
秋
田
県
・
青
森
県
の
80
～

１
０
０
社
の
顧
客
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
市
に
営
業
所
が
あ
っ
た
こ
と
や
、

北
東
北
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
な

根
津
鋼
材
株
式
会
社
と
企
業
立
地
協
定
を
調
印

ど
か
ら
同
団
地
に
物
流
拠
点
と
な

る｢

北
上
物
流
セ
ン
タ
ー｣

の
設
置

を
決
定
。
福
島
県
の
須
賀
川
工
場
、

長
沼
工
場
で
加
工
さ
れ
た
製
品
を

保
管
し
、
雪
の
多
い
時
期
で
も
青

森
、
秋
田
方
面
へ
の
輸
送
を
迅
速

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
建
設
中
の
倉
庫
は
鉄
骨
平
屋
建

て
で
準
耐
火
構
造
。
延
床
面
積

１
３
９
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
１
月

の
操
業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

通
報
な
ど
で
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

八
重
樫
理
事
長
は
協
定
の
締
結
で
、

改
め
て
従
業
員
へ
の
趣
旨
の
徹
底

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
話
し
、

さ
ら
な
る
見
守
り
体
制
の
強
化
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

握手を交わす根津代表取締役社長(中央右)ら
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プ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
出
た
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
聞
い
て
い
る
の
は
そ
の

場
に
い
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
。

　
あ
る
芸
能
人
が
酒
席
で
、｢

北

上
に
何
度
も
来
て
い
る
の
に
市

長
が
あ
い
さ
つ
に
来
な
い
ね｣

と

言
っ
た
ら
し
い
と
聞
き
、
公
演
前

日
、
宿
の
女
将
に
頼
ん
で
北
上
市

ゆ
か
り
の
お
酒
を
届
け
て
お
い

た
。
と
こ
ろ
が
当
日
、
あ
ろ
う
事

か｢

市
長
は
手
ぶ
ら
で
楽
屋
に
来

た｣

と
言
っ
て
笑
い
を
取
ろ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
慌
て
た
の
が
頼

ま
れ
た
宿
の
女
将
だ
。
確
か
に
お

土
産
を
お
出
し
し
た
の
に
、
手
ぶ

ら
で
来
た
と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り

し
た
そ
う
で
あ
る
。

　
早
々
に
弁
解
の
ご
報
告
を
い
た

だ
い
た
が
、
何
と
後
味
の
悪
い
事

か
。
そ
の
場
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

誰
か
を
い
じ
っ
て
話
を
す
る
事
は

よ
く
あ
る
事
だ
が
、
気
を
悪
く
し

た
の
は
誰
よ
り
も
そ
の
場
に
い
た

市
民
や
女
将
だ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
政
治
家
や
芸
能
人
は
誰
よ
り
も

人
前
で
話
す
機
会
が
多
く
、
そ
し

て
そ
の
影
響
力
も
小
さ
く
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
場
の
盛
り
上

げ
だ
け
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
々
へ
の
気
配
り
が
必
要

で
あ
る
。
自
戒
の
念
も
含
め
て
肝

に
命
じ
て
お
き
た
い
。

　
今
年
一
年
を
漢
字
一
文
字
で
表

す
と｢

金｣

だ
そ
う
で
あ
る
。
リ
オ

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
岩
手
は
国

体
で
盛
り
あ
が
っ
た
。
希
望
郷
い

わ
て
国
体
を
始
め
、
今
年
一
年
の

皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
の
一
方

で
表
題
の｢

口
は
災
い
の
も
と｣

を

感
じ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　
某
大
統
領
選
挙
で
は
候
補
者
の

乱
暴
な
発
言
に
世
界
中
の
人
々
が

閉
口
す
る
こ
と
度
々
。
大
衆
ウ
ケ

を
狙
っ
た
発
言
で
真
偽
の
ほ
ど
は

分
か
ら
な
い
が
、
公
約
と
な
る
と

事
は
重
大
で
、
世
界
に
与
え
る
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。
災
い
が
転

じ
て
福
に
変
わ
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　
日
本
で
も
政
治
家
の
発
言
が
あ

ら
ゆ
る
方
面
に
影
響
し
、
国
会
の

審
議
が
何
回
止
ま
っ
た
こ
と
か
。

こ
れ
も
聴
衆
へ
の
い
わ
ゆ
る
リ
ッ

口
は
災
い
の
も
と
？

募集！北上市地域おこし協力隊

問い合わせ　政策企画課　☎72-8308

　市は、平成29年４月１日委嘱の地域おこし協力隊員を募集しています。三大都市(東京・大阪・名古屋)圏な
どにお住まいの知り合いなどで興味がある人がいましたらぜひご紹介ください。

○地域おこし協力隊とは
　地域おこし協力隊とは、三大都市圏など地域外の人材を積極的に受け入れ、地域おこし活動を積極的に行っ
てもらいながら、その地域への定住・定着を図り、地域の維持・強化を図る制度です。
　隊員は、おおむね１～３年の期間、地方自治体の委嘱を受け、地域で生活。各種の地域協力活動を行ってい
ただきます。北上市では本年度から５人の協力隊員が活動中です。

○募集内容

◎黒岩産直活性化プロジェクト隊員

△

定員…１人

△

業種…黒岩まんなか広場産直・食堂のＣＥＯ(最
高経営責任者)

△

活動内容…黒岩の資源を生かしたもうかる里山ビ
ジネスモデルの推進を地域とともに目指します

◎口内地区新規就農プロジェクト隊員

△
定員…１～２人

△
業種…畑作を中心とした新規就農者

△

活動内容…さまざまな農産物の生産現場で研修を
受けた後、生産する農産物を決定します。その後、
地域のサポートを受けながら生産を行います

▲

報酬…月額20万円(活動日数が20日未満の勤務月は日額１万円)
※活動の対価として報酬を支払います。市と雇用関係はありませ
ん。

▲

活動日数…月20日(１日８時間程度)

▲

要件…三大都市圏などに住民票がある人で、隊員となるために
北上市へ生活拠点および住民票を異動することができる人
※活動条件など詳細については、同課までお問い合せください。

＜個別説明会＞

＜JOIN移住・交流
　　　　 　　＆地域おこしフェア＞△

とき…１月15日(日)午前10時～午後５時

△

ところ…東京ビッグサイト西２ホール(江
東区有明3-11-1)

△

とき…１月26日(木)午後６時～８時

△

ところ…ふるさと暮らし情報センター・
東京(千代田区有楽町2-10-1東京交通会館８階)


